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平出宣道著 

■'『

近

代

資

本

主

義

成

立

史

論

』

わ
が
国
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
史
の
研
统
は
歴
史
が
な
お
浅
く
、
ど
の
様 

な
分
野
を
と
っ
て
み
て
も
、
今
後
の
努
力
に
ま
づ
所
大
で
あ
る
が
、
研
究
の
現 

状
に
つ
い
て
次
の
ニ
点
が
指
摘
出
来
よ
ぅ
。
第
一
に
、
徹
底
的
に
原
資
料
に
即
'

 

し
て
立
論
す
る
辦
が
必
要
だ
と
い
ぅ
琪
で
あ
る
。

ヨ
I

口
ッ
パ
経
済
史
の
研
究 

が
そ
ぅ
で
あ
っ
た
_

に
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
も
、
通
史
乃
至
概
説
に
よ
る
祖
述 

の
段
階
は
今
や
終
っ
た
。
又
研
究
書
に
よ
る
研
究
も
一
定
の
制
約
が
あ
る
齊
が
.

 

痛
感
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

(

特
に
か
の
地
に
お
け
る
.経
常
史
の
.盛
行
と
、
.近
代 

経
済
学
と
の
提
携
と
に
注E

せ
よ
。)

我
々
め
問
題
意
識
に
即
し
た
研
究
を
こ 

れ
以
上
進
め
る
為
に
は
、
原
資
料
に
よ
る
以
外
に
は
な
.い
事
が
次
第
に
明
白
と 

な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で
原
資
料
の
入
手
の
問
題
は
問
■わ
な
い
と
す
れ
ば
、
ア 

メ
リ
力
資
本
主
義
成
立
史
の
研
绝
の
為
の
根
本
資
料
は
、
ま
ず
ニ
ユ
！

ィ
ン
.

 

グ
ラ

ン
ド
農
村
即
ち
タ
ゥ
ン
の
文
書
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
石
0
我
々
は
タ
ゥ
ン 

の
文
書
に
即
し
て
は
じ
め
て

土
き
版題
と
^

分i

皆
*c>
'6

い
か
# '

补
I '
务

の

.
 

展
開
.を
分
析
す
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
而
し
て
こ
の
タ
ウ
ン
文
書
の

五
一
一
..(

<
〇
〇)

中
少
な
か
ら
ぬ
部
分
がtownrecords, 

p
r
o
p
rietor^records

と
し

て
刊
行
さ
れ
て
居
り
、
.未
刊
の
も
の
を
も
含
め
て
、
マ
イ
ク
.ロ
フ
ィ
ル
ム
に
ょ 

り
利
用
可
能
と
な
り
は
じ
め
て
い
る
。
S
一
一
に
、
方
ま
罾
の
問
題
で
あ
る
。
ア 

メ
リ
力
'は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
る
^
は
自
明
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
特
殊
だ
と 

い
っ
た
き
り
の
無
方
法
な
段
階
に
跼
蹐
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
他
方
、
ョ
丨 

ロ
ッ
パ
に
あ
る
事
は
大
西
洋
の
こ
ち
ら
に
も
あ
る
と
い
う
だ
け
の
事
で
あ
れ 

ば
、
研
究
の
名
に
値
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
ョ
I 
ロ
ッ
パ
経
済
史
研 

，毙
の
植
民
地
的
状
態
か
ら
独
立
す
る
途
は
、
か
法

.

i

か

か

傲

h
わ 

勢
証
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。

扱
、
今
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
平
出
宣
道
氏一

氏̂
に
は
さ
き
に
か
の
，ア
イ
リ

V

.パ
ゥ
ア
の
筆
法
を
か
.り
.た
好
著

.

「

富
と
民
衆」

(

日
評
新
社)

が
あ
る

，
.-

の
労
作
は
、
上
述
の
一
一
つ
の
夂
i
、
即
ち
ア
メ
リ
ヵ
員
ホ
ま
_
成
立
史
を
近
代 

経
済
史
の
方
法
に
即
し
て
、
し
か
も
が
な
り
の
資
料
を
用
い
て
分
析
し
た
戦
後 

最
初
の
本
格
的
研
究
と
し
て
、
.極
め
て
興
味
深
く
又
す
ぐ
れ
た
著
作
で
あ
る
と 

考
え
る
。
本
書
の
第一

篇
は
、
ア
メ
リ
ヵ
近
代
社
会
の
起
点
を
南
部
や
中
部
に

で
は
な
く
、
 

ニ
■ユ
ー

.
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
タ
ゥ
ン•

シ
ス
テ
ム
に
求
め
、
そ

こ
で
広
汎
に
成
立
し
た
独
立
自
営
農
民
層
こ
そ
^
罾
員
ホ
ポ
矹
の
母
胎
だ
と
す 

る
。
い
わ
ば「

ア
メ
リ
カ
の
も
つ
著
し
い
特
殊
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
常 

に
そ
の
背
後
に
あ
る
資
本
主
義
発
展
の
基
本
線(

H
法
則)

を
考
慮

'し
つ
つ
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
史
上
の
諸
問
題
と
の
比
較
を
で
き
る
限
り
試
み」

ょ
う
と
す 

る
方
法
の
積
極
的
提
示
と
ぶ
る
事
が
出
来
る
。

つ
づ
く
第
.ニ
篇
は「

タ
ゥ
ン

.
 

シ
ス
テ

A
の
構
造」
と
題
し
て
%)
■ 
ニ .

ュ
I 
,
イ
ン
，ダ
ラ
ゾ

ド
の
土
地
制
度
と

資
本
主
義
の
発
生
と
の
関
係
を
更
に
究
明
し
て
い
る

'。
そ
の
内
第
一
、
第
一
一
章 

は
タ
ウ
ン

.
シ
ス
テ
ム
の
成
立
過
程
と
内
^
^
造
の
分
析
で
既
に
過
去
数
年
に 

亙
り
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
章r

崩
壊
過
程」

は
、
印
刷
に
し
て
一 

ニ
〇
頁
に
及
ぶ
未
発
表
の
長
編
で
、
.タ
ウ
ン
内
部
の
階
層
間
の
対
立
、
土
地
集 

積
及
び
社
会
的
分
業
の

i

の
問
題
を
と
り

あ

げ

て

い
る
。
第
三
篇
は
著
者
の 

大
学
の
卒
業
論
文
に
か
な
り
の
補
筆

.訂
正

.を
加
え
、
ァ
ブ•

ト
ゥ
•
デ
ィ
ト 

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
詳
細
な
紹
介
は
一

㈣
#
吣
し
、
以
下
に
若
干
の 

問
題
点
を
選
び
考
察
し
て
み
よ
う
。

㈠

一
体
ァ
メ
リ
ヵ
の
歴
史
的
発
展
が
ョ
ー
.ロ
ッ
パ
と
異
な
る
所
以
と
し
て
、
 

第
一
に「

封
罾
制
の
欠
如」

が
あ

げ

ら

れ

る
が
、〈

勿
論
そ
れ
は

自
然
的
所
与 

の
条
'#
で
は
な
く
、
移
植
し
よ

う

と

さ

れ

つ
つ
も
、
独
立
自
常
農
民
的
な
途
に 

よ
り
阻
止
さ
れ
、

压
倒
さ
れ
て
、

展
開
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
、

す
ぐ
れ
て

歴 

史
的
条
件
で
あ
る
が
、)

例
え
ば
齓
民
地
時
代
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
：か
け
て
の
，
 

大
中
商
業
資
本
の
蓄
積
裳
盤
と
土
地
貴
族
化(

。フ
ラ
ン
タ
ー
化•. 

土
地
投
機
業 

者
化*

地
主
化)

、
小
生
産
者(

農
民
.
手
工
業
者)

•
小
商
人
が
蓄
積
を
重
ね 

る
に
つ
れ
て
上
#

転
化
し
て
行
く
と
い
っ
た
現
象
ば
、
先
行
す
る
段
階
と
し
て 

そ
の
胎
内
か
ら
産
業
資
本
が
発
芽
ず
る
封
建
的
土
地
所
有
が
な
い
場
合
、
ど
の
.
 

撖
な
か&

論
上
の
問
題
が
生
ず
る
の
か
。
平
出
氏
も
方
法
論
の
問
題
を
囟
覚
的 

に
'2
:

り
あ
げ
よ
う
と
す
る
限
り
、

こ
の

開
題
に
必
然
的
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る

を
え
.

 

な

い

(

特
に
第
一
篇
を
見
よ)

。
資
本
主
義
庇
ゼ
史
の
共
通
の
言
語
に
迄
_葡
訳 

し
よ
う
と
さ
れ
る

氏
の

こ
う
し
た
努
力
は
、■

(

そ

れ

が

困

難

の

多

い

仕

事

，
で

.
あ

.

.書

評

及

.
び

.紹

介 

一

-

る
丈
に
筆
者
も
十
二
分
に
敬
意
を
払
う
の
で
あ
る
が
、)

必
ず
し
も
成
功
し
て 

い
る
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。
随
所
に
見
ら
れ
る「

も
ち
ろ
ん
単
な
る
.比
較
で 

あ
っ
て
、
ョ
ーd

ッ
パ
的
フ
ー
フH

概
念
を
こ
こ
に

そ
の
ま
ま
導
入
す
る
の
で 

は
な
い」

.(

.ー
七
頁
註
©

;と
か
、「

封
建
制
が
欠
除
し
た
ァ
メ
リ
ヵ—

ニ
ュ 

丨♦

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

I

の
都
市
は
、

ョ
丨
'ロ
ッ
パ
の
中
世
都
市
と
は
同
一
に 

論
ぜ
ら
れ
ず
、「

強
制」

の
性
格

•強
度
も
自
ら
異
っ
て
い
た」

(

四
ニ
頁
註
⑴ 

及
び
ニ
四
五
頁)

と
い
っ
た
種
類
の
叙
述
に
ふ
れ
る
ご
と
に
、
そ
れ
で
は
何
の 

為
に
わ
ざ
わ
ざ
比
較
し
ょ
う
と
し
た
め
か
、
単
な
る
類
似
現
象
へ
の
論
及
に
迄 

後
退
す
る
辦
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(4
.
タ
ウ
シ

•
シ
_ス
テ
ム
に
関
す
る
氏
の
詳
細
な
研
弈
に
.つ

い

て

は

も

多 

大
の
示
唆
を
受
け
た
が
、
こ
こ
.で
は
若
干
の
疑
問
を
出
し
て
御
教
示
を
仰
ぎ
た 

ぃ
。
 

.

(a
)

タ
ウ
ン

.
シ
ス
チ
ム
の
も
つ「

共
同
体
的
規
制」

、

即
ち
土
地
譲
渡
め 

禁

止

.制
限
、
土
地
利
用
の
制
限
、
手
工
業
者
へ
の
規

_

#は
、
或
か
ゆ
階
で 

は
資
本
主
義
発
展
に
と
り「

桎
梏」

と
な
っ
た
靡
は
_

自
で
あ
る

が

、
,:
こ
の
一 

見

「

営
業
の
自
由」

、，
即
ち
南
部
•
中
部
の
太
ブ
ラ
ン
，ター

的

.大
地
主
的
•大 

商
人
的
な「

胄
容」

と

「

自
由」

.を
極
度
に
圧
迫
し
た
ニ
ュ
ー
.
イ
ン
グ
ラ
ン 

ド
の
規
制
こ
そ
、
結
果
的
に
は
近
代
社
会
成
立
の
不
可
欠
の
契
機
で
あ
っ
た
の 

で
は
な
'い
.か
。
即
ち
南
部

•，.中
部
に
も
存
在
し
つ

.つ
、
し
か
も
支
配
的
た
り
え 

な
か
っ
た
独
立
自

#
員

^
的
な
途
、
そ
の
制g

的
表
現
と
し
て
の
タ
ウ
ン
，
シ 

ス
テ
ム
は
、

_
1ュ
1
Vイ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
、
生
来
の
人
間
性

'に
と
り
堪
え 

難
い
様
な
禁
欲
の
霜
を
ま
さ
し

.:
<
媒
介

.と
し
て
、
罾
本
主
蘼
を
.う
み
お
と
し
つ 

.

r-',' 
ノ 

五

三

.

(

八〇
1>



つ
急
速
に「

桎
梏」

と
化
し
て
行
く
の
で
あ
る
:0

こ
の
故
に
，「

合
理
化

.

J
.

と 

「

魔
術
か
ら
の
^

双」

と
を
最
も
徹
底
的
に
行
な
っ
た
こ
の
ピ
ユ
ー
リ
タ
ン
的 

_

団
体
の
歴
史
的
意
義
を
想
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

5
か
。
か
く
の
如
く
タ 

ウ
ゾ

の

「

魂
同
体
的
規
制」

の
楣
の
裏
面
を
な
し
、
し
.か

も

撕

i

ル 

決
定
的
意
義
を
も
っ
た
そ
の
共
同
性——

至
高
の
ヤ
ー
ヴ

JC
.の

「

予
定」

の
前 

，に
畏
れ
と
孤
独
を
以
て
立
ち
つ
つ
、
.相
5:
-
に

比

類

な

き

人

格

の

独

立

性

を

獲

得 

.L
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
相
互
間
の

^
#

^

#
性
の
世

^
^
畠̂
さ
を
、
タ
ウ
シ 

の
社
会
経
済
制
度
の
う
ち
に
そ
れ
を
賞
く
も
の
と
し
て
読
み
と
ら
な
け
れ
ば
、
 

機
械
的
な
経
済
学
的
対
比
に
終
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(

第

_.
篇
、
三
、
二 

九
丨
三
三
頁
の
観
点
は
第1

一
篇
で
，
は

溥

れ
て
.い
る
。
な
お
一
一五
九
頁
参
照
，
。

)

(b
)

.一
八
世
紀
に
入
る
と
間
も
な
く
現
わ
れ
る
タ
ウ
ン
の
不
莊
所
有
は
、
特 

に
ニ
エ
1

.

.•

.イ
ン
グ
ラ
；ン
ド
西
部
の「

ニ
.ユ
1
-
.タウ
ン
，

」
.に
多
く
見
ら
れ
る

.
 

が
、
そ
こ
に
於
て「

寄
生
地
主

.

=

小
作
関
係
を
形
成
し
た」

，.と
い
わ
れ
る
意
味 

如
何
。

ヨ
ーa

ッ
。ハ
経
済
史
で
い
う
様
な
或
る
防
階
を
想
定
し
て
い
っ
て
い
る

'
 

の
で
あ
ろ
う
か(

一
六 
一
|

ー
 
七
四
頁
。
.ニ
八
頁
及
び
註
(5
))

。
.

(
主

に「

投

㈱ 

傾
斜
し
た」

事
に
は
.筆
者
も

同
意
す
る

。)

.
又
タ
ウ
ン
内
部
の
所

有

権

者
の
土 

地
集
積
と
雖
も
、
.必
ず
し
も
民
富
の
形
成
に
.直
結
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は 

な

い

か(

一
七
三
丨
一
セ
四
頁)

。

一
矩
の
条
件
と
段
階
下
に
於
て
の
み

民
富 

の
形
成
に
^

i-t
-
る
事
は
、
タ
ウ
ン
内
部
の
户
イ
ヤ
リ
ス
ト
が
ど
の
様
な
条
件 

下
に
現
わ
れ
た
か
を
思

1
ば
明
白
で
あ
ろ
う
。

'

(0
)

農
村
工
業
に

つ

い

て

。

タ
ウ

ン
内
部
の
社
会
的
分
業
の
.あ
り
カ
.を
汞
す 

資
料
は
、
現
状
で
は
甚
だ
し
く
不
足
し
、
若
干
の
研
究
書
.
地
方
史
等
に
散
見

.五
四

(

八
◦
ニ)

さ
れ
る
程
度
で

.あ

.^
0

ト

ラ

イ

オ

ン

：や

ブ

ラ

イ

デ

シ

バ

'ゥ
.の

著

に

見

ら

れ

る

課 

税
台
帳
に
よ
る
獲
別
人
ロ
構
成
は
僅
か
な
例
で
あ
る
。
平
出
氏
，の
場
合
は
、
 

列
拳
さ
れ
た
手
工
業
の
種
類
と
人
数
が
余
：り
に
長
期
間(

セ
イ
レ
ム
で
は
六

0 

—

七
0

年
間
、

ニ
ュ
ー
ベ
リ
で
は
六
71

;
年
間
、
イ
プ
ス
ゥ
イ
ッ
チ
の
如
き
は
一 

世
紀
近
い
期
間)

'に
亙
る
為
.に
、
そ
の
実
証
性
は
甚
だ
低
い
と
見
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。'
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
に
途
べ
た
タ
ゥ
ン
文
書
の
研
鹿
が
恐
ら
く
ョ
リ 

適
確
な
資
料
を
据
供
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
.そ
れ
故
社
会
的
分
業 

の
あ
り
方
は
今
後
の
我
々
：の
研
発
の
課
題
上
な
る
で
あ
ろ
う
。
序
な
が
ら
、

ニ 

ュ
1:
.
イ
ン
グ
ラ
.ン
ド
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
様
な
著
し
い
不
均
等
発
展
が
見
ら 

れ
な

.い
様
な
の
で
あ
る
が(

実
は
ど
の
点
も
今
後
一
層
実
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な 

い
の
で

あ

る

が

)

、

も
し
然：

り
と
す
れ
ば
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問 

題

を

-こ
で
提
出
し
て
お
き
た
，い
0

(d

)

流
通
行
程
の
分
析
に
し

て

も

、
例
え
ば
農
村
店
舗
主
や
巡
回
商
人
の
営 

み
や
そ
の
機
構
的•

段
階
的
意
義
は
充
分
具
体
性
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、
 

農
民
層
の
分
解(

ニ
.四
九
頁
■以
下)

：.
は
殆
ん
ど
す
べ
て
今
後
に
残
さ
れ
て
い

'以
上
：に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
様
に
、
産
業
資
本
の
展
開
過
程
の
構
造
的
分
析 

は
、
.異
な

.-?
た

年

代

と

地

域

の

史

実

を

柚

出

す

る

方

法

——

現
在
の
段
階
で
は 

資
料
上
真
に
止
：む
を
得
な
か
っ
た
の
，で
あ
る
が
I

に

よ

.
？
て
は
不
可
能
.な
の 

.で

.あ
る
。
我
々
.
.は、
一
定
の
年
代
と
地
域
の
資
料
を
出
来
る
丈
わ

！
^
 

f

か
於 

か
、
即
ち
農
業

.エ
業

-商
業

-.
,人
卩

：
，
教

会

関

係

の

諸

資

料

、

個

々

.
の

経

営 

文

書

、

各

種

の

公

文

書

な

ど

を

，一

括

し

て

分

析

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

而

し

て

聯

関

(

隣
接
ブ
母
娘
等)

の
あ
る
タ
ウ
ン
を
あ
わ
せ
て

分
析
出
来
れ
ば
好
都
合
で 

あ
り
、

更
に
一
八
一
一
〇

年

以

降

明

確

に

分

化

.し
て
行
く
丘
陵
地

'.
低

地

_
工
業 

の
三
つ
の
類
型
の
タ
ウ
ン
か
ら
夫

^
い
く
つ
か
.の
.タ
ウ
.ン
を
上
記
の
方
法
で
分 

析
出
来
れ
ば
、
研
究
の
レ
ベ
ル
は
一
層
高
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

1
：

第
三
篇「

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
保
護
関
税
の
成
立」

^
:
保
護
関
税
を
単

'
 

に
そ
れ
と
し
て
で
は
な
く
、
全
経
済
発
展
の
う
ち
に
位
置
づ
け
て
黑
解
し
ょ
う 

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ハ
ミ
ル
ト
シ
の

政
策
乃
至
フ
エ
デ
ラ

リ
ズ
ム
'と
は
何 

か
、
或
い
は
そ
の
支
持
者
達

“
フ

チ
デ
ラ

リ
ス
ト
と
は
、ど
の
様
な
階
級
か
、

特 

に
ボ
ス
ト

ゾ

.

'r
ソ
シ
エ
イ
ツ

€>
•歴
史
的
性
格
、
そ
し
て
ボ
ス

h
ン
商
業
資
本 

の
綿
工
場
設
立
と
農
村
工
業
の
自
主
的
展
開
と
い
う
い

く
つ
か
の
問
題
が
根
抵 

:

に
あ
る
事
は
指
摘
す
る
迄
も
な
い
.事
で
あ
る
。
こ
の
際
我
々
は
、個
々
の
人
間

.
 

企
業•

産

業

.

.地
域
等
に
視
野
を
限
る
寒
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
化
過
程
へ 

の
見
透
し
に
於
て
考
察
し
位
置
づ
け
る
事
に
特
に
留
意
し
た
い
。

最
後
に
、
以
上
書
評
と
い
う
ょ
り
は
感
想
に
近
い
文
章
を
書
い
て
来
た
が
、
 

と

も

あ

れ
本
書
は
戦
前
の
鈴
木
里
介

氏
の
孤
究(

同
氏
のT

ア
メ

リ

カ
経
済
史 

研
究
序
説」

日
本
評
論
社
刊)

，
と
な
ら
ぶ
、
戦
後
の
最
善
の
成
，果
で
あ
る
と
い 

っ
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。
理
論
的
に
も

実
証
的
に
も
、

更
に
又
表
現
に
も
、

な
り
不
満
な
点
は
少
な
く
な
い
が
、
.と
に
か
く
同
種
の
研
究
を
ぬ
き
ん
で
て
居 

り
、
短
期
間
に
こ
れ

だ
け
の
成
果
を
世
に
送
ら
れ
た
氏
の
精
力
的
な
活
動
に
深 

い
懲
日
心
を
私
い
た
い
。
戦
後
の
安
易
な
ア
メ
リ
力
民
主
主
義
謳
歌
論
乃
至
文
化

セ
ン
タ

ー

的

ア

メ

リ

力
史
学
が
ど
う
や
ら
调
落
し
つ
つ
あ

る

今

日

、

こ

の様
な

’
 

\

書：評
及
び
紹
介

.

.

'

着
実
に
根
を
下
じ
た
研
究
を
見
出
す
來
の
出
来
た
泰
を
同
学
の
者
と
共
に
喜
び 

と
し
た
い
。
終
り
に
著
者
の
御
健
康
と
一
層
の
御
研
鑽
を
心
か
ら
祈
り
た
い
と 

.思
ぅ
。(

日
本
評
論
新
社
、
本
文
三
五

.九
直
、
七
八

0
円)

/ :
.;.
!

'

C

中

村

.
勝

己

)

麻
坐
久
伝
刊
行
委
員
会

『

麻

-.
生

'
 

久

伝

』

-

.

 

.

.

 

■

.

.

 

.

「

も

し

米
ソ
間
に
全
面
的
な
核
戦
争
が
起
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
か」

、
こ 

の
深
刻
な
問
題
を
討
議
し
た
ァ
メ
リ
力
合
衆
国
上
下
両
院
合
同
原
子
力
委
員
会 

の
公
聴
会
な
る
も
の
が
終
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
の
重
要
都
市
、
原 

子
力
施
設
、
軍
事
基
地
な
ど
ニ
ニ
四
力
所
の

0
標
に
た
い
し
て
、
ニ
六
三
発
の 

水
爆
が
投
下
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
米
国
は
こ
の
水
爆
戦
で
五
〇
〇
〇
万
人
も 

の
死
者
を
出
し
、
ニ
〇
〇
〇
万
人

4
が
負
傷
す
る
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。
 

し
か
し
こ
れ
はr

中
程
度
の
核
攻
撃」

と
い
う
こ
と
於
前
提
と
な
っ
て
お

り

、 

敵
水
燥
の
ニ
五
％
が
目
標
に
命
中
し
、
五
〇
％
が

0
標
周
辺
に
ぉ
ち
る
が
、
あ 

と
は
命
中
を
免
机
る
と
い
う
条
件
で
の
、
い
わ
ば
う
ち
わ
の
被
害
予
想
で
あ
る 

(

六
月
：

u

七
日
、
朝
日
新
聞
夕
刊
、
同
月
三

0
日
朝
刊
、
社
説
参
照)

。

お
ど
ろ
く
べ
き
こ
：と
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
慄
す
ベ
き
証
言
，に
も
か
か
わ
ら 

ず
、
公
聴
会
.で
多
く
の
証
言
者
た
ち

.が
、「

米
国
は
核
戦
争
に
生
き
残
れ
る」

•

と

i
 

ニ 

.
 

-
 

_.

五

五

(

八o

三)

一


